
あいさつで町を元気に
青少年健全育成町民会議の早朝あいさつ運動

▲表彰を受ける安全委員長の清田春男さん（中央右）

菊陽町シルバー人材センター安全就業で快挙
第11回熊本県シルバー人材センター連合安全大会
　第11回熊本県シルバー人材センター連合安全大会
が７月３日、熊本市国際交流会館であり、菊陽町シル
バー人材センターが安全就業優良センターとして表彰
されました。代表として受賞された安全委員長の清田
春男さんは「今回の受賞は会員一人一人が安全に就業
された結果です。今後も安全就業に徹したい」と話し
ました。その後会員の古殿カツ子さんと東久子さんが
安全・適正就業宣言を読み上げ、全国統一スローガン
を発表し閉幕しました。

一球入魂の熱き戦い
第49回協会長旗争奪軟式野球ナイター大会

　菊陽町青少年健全育成町民会議の早朝あいさつ運動
が７月２日にＪＲ光の森駅、３日にＪＲ三里木駅、４
日にＪＲ原水駅で行われました。
　「おはようございます」「いってらっしゃい」と会長
の後藤町長と町民会議の会員65人が、ＪＲ利用者と気
持ちのいいあいさつを交わしました。
　同町民会議は、青少年の健全育成のため、あいさつ
運動の他に夜間パトロールや夏祭りパトロール、ふれ
あい講座、研修会などを実施しています。

▲あいさつを交わし元気な声が響いたＪＲ原水駅

一株一株丁寧に
第11回田んぼの学校in白川中流域

ふるさとの史跡案内は私たちに任せて
平成25年度「子どもガイド養成講座」開講式
　菊陽町中央公民館と菊陽南小学校共催の「子どもガ
イド養成講座」が６月21日、３・４年生計22人が参
加して開講しました。地元の歴史遺産の魅力を学び伝
えてもらおうと、昨年から行っています。初回講座で
は町文化財ボランティアガイドの会の矢野誠也会長が
自作の断面図などを用いて井手の構造や歴史を解説し、
みんな熱心に聞き入っていました。全５回の研修を重
ね、11月17日の鼻ぐり井手祭に訪れる人たちを、お
もてなしの心で案内します。

▲矢野誠也さんの説明を熱心に聞く子どもたち

　菊陽町と大津町の４土地改良区でつくる協議会主催
の田んぼの学校in白川中流域が６月29日、大津町の
水田で開催されました。これは農業の大切さと地下水
保全機能を学ぶために行われたもので、熊本市と大津
町の小学生や保護者など約150人が参加。地元の農家
約100人から指導を受け、田植えを体験しました。そ
の後、地下水かん養モデルを使った講義や菊陽町の鼻
ぐり井手公園の見学など、普段知ることの少ない水の
大切さを学びました。

▲泥だらけになりながら田植えを体験する参加者たち

喜んでもらうことが何よりうれしい
熊本善意銀行の創立50周年記念表彰式

　菊陽さくら会（代表：森口定實さん）と由友会（代表：
瀨戸山由美子さん）が６月12日、熊本善意銀行から長
年の貢献をたたえられ表彰されました。
　菊陽さくら会は、善意銀行に登録以来、これまで
200回以上の社会貢献預託を続けてきました。福祉施
設や学校、保育園、各イベントなどで南京玉すだれや
マジック、皿回しなどを行っています。代表の森口さ
んは「今までやってきて良かった。皆さんに喜ばれ、
少しでも元気になってもらえることが何よりもうれし
い。それが自分たちの生きがいになっている。今後、
もっと会員を増やしていきたい」と喜びを語りました。
　由友会は、日本舞踊を中心にこれまで300回以上の
社会貢献預託を続けてきました。代表の瀨戸山さんは
「決して敷居は高くなく、皆さん着物を着て違う自分
になったと喜ばれる。ボランティア同士が仲間になっ
たり、踊りを見て感動して涙する人もいたり、自分た
ちも元気をもらう。生涯の楽しみになる日本舞踊を通
して日本の文化である着物やマナーなどの良さを子ど
もたちにも伝えていきたい」と笑顔で語りました。

▲艶やかな着物に身を包む由友会の皆さん

▲喜びを分かち合う菊陽さくら会の皆さん

けい子ちゃん工房に喜びの声
平成25年度食品衛生功労者並びに優良施設表彰式
　平成25年度食品衛生功労者並びに優良施設表彰式
が６月18日、熊本市で行われました。表彰式では、
主に総合交流ターミナルさんふれあへ、ばら寿司など
を出荷している東慶子さん（上中代）の加工所「けい子
ちゃん工房」が、衛生状態が極めて優秀であると菊池
地域の代表として表彰を受けました。東さんは、細か
なところにまで気を配り日々清潔な環境づくりを心掛
け、今回見事に受賞。「普段の努力が認められてうれ
しい」と喜びを語りました。

▲表彰された東慶子さん

　第49回協会長旗争奪軟式野球ナイター大会が６月
17日～６月26日、町民総合運動場で開催されました。
　今回で49回目となるこの大会には、12チームが参
加し、熱戦を繰り広げました。
　決勝戦では、富士フイルム九州野球部がクボターズ
を破り、見事優勝しました。
　大会の結果は次のとおりです。
　【優　勝】富士フイルム九州野球部
　【準優勝】クボターズ

▲優勝した富士フイルム九州野球部の皆さん

ま ち のわだい

MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2013.8 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2013.819 18

Kikuyo Town Topics



町をきれいに
測友会によるボランティア清掃活動

　菊池郡市の測量業者有志でつくる測友会（中原君孝
会長）の会員20人が６月29日、光の森地内の「であ
いのみち公園」で清掃活動を行われました。
　測友会は菊陽町内でのボランティア活動を平成21
年度から毎年行っており、今年度で５回目を迎えまし
た。
　曇り空の中、約３時間の作業を実施し、軽トラック
６台分の草木が集まりました。公園は見違えるほど美
しくなり、気持ちのいい空間になりました。

▲公園をきれいに清掃する測友会の皆さん

地域の安心・安全を守る
大津地区防犯協会連合会定期会

真っすぐきれいに
菊陽西小学校５年生が田植え体験

　菊陽西小学校の５年生（計115人）が６月18日、菊
陽町原水の水田で田植えを体験しました。田植え大臣
に任命された笠巧くんが号令をかけ、児童たちは農家
から指導を受け田植えを開始。泥の中に足を入れると
その感触に驚きの声を上げながらも一歩一歩進み、雨
の中一生懸命田植えをしました。「ぬめぬめしてすご
いよ。ほら」と田植えを終えた児童は手に付いた泥を
見せ合い、水田を見て「真っすぐきれいにできた」と
笑顔を浮かべていました。

▲雨なんて何のその、田植えを頑張る児童たち

　大津地区防犯協会連合会定期会が７月４日、大津警
察署で開催されました。そこで、地域の安心・安全の
ため防犯活動に功労のあった団体に贈られる「防犯功
労者表彰式」がありました。本町からは、平成16年
４月から防犯活動をしている「武蔵ヶ丘４町内防犯パ
トロール隊（代表井原理恵子さん）」が受賞されました。
児童の見守りや駐輪場の巡回をはじめ、各隊員が手分
けして一人暮らしの高齢者宅を訪問し、「困りごと相
談」などを実施。自主防犯活動に尽力しています。

▲受賞した井原理恵子さん（中央左）

日頃の練習の成果が実る
第29回菊陽町子ども会ビーチボールバレー大会
　第29回菊陽町子ども会ビーチボールバレー大会が
７月７日、菊陽中学校体育館と町民体育館で開催され
ました。
　今大会はＡパート（女子のみ）12チーム、Ｂパート
（男女混合）27チームが出場し、熱戦を繰り広げました。
　どのチームも一丸となって練習の成果を十二分に発
揮しました。訪れた多くの観客からは盛んな声援が送
られていました。
　なお、Ａパートの優勝チームの「NK-Girls（長塚）」
と準優勝チームの「武蔵ヶ丘４町内Ａ」は、７月20
日に行われる菊池郡大会に出場します。
　大会の結果は、次のとおりです。
Ａパート　【優　勝】　NK-Girls（長塚）
　　　　　【準優勝】　武蔵ヶ丘４町内Ａ
　　　　　【第３位】　三里木北Ａ

Ｂパート　【優　勝】　ピンクパンサーＺ（武６町内）
　　　　　【準優勝】　武蔵ヶ丘４町内Ｂ
　　　　　【第３位】　鉄砲小路ヤンキーズ 

▲Ｂパートで優勝した「ピンクパンサーＺ（武６町内）」

▲Ａパートで優勝した「NK-Girls（長塚）」

地域の連携と地域づくりを目指して
地域婦人会第２回夕べのつどい

　菊陽町地域婦人会（岩根祐美子会長）が７月５日、地
域の連携と地域づくりを目指し、夕べのつどいを開催
されました。
　開会式後、フルート　アンサンブル　マザーズによ
る演奏があり、参加者は美しい音色に癒されました。
その後、会員の川端フジノさんと大竹美鈴さんが支部
活動と町婦人会での活動を発表し、今後の取組みにつ
いてそれぞれの意気込みを述べました。食交流もあり、
会員相互の親睦を深める楽しいひとときとなりました。

▲川端フジノさん

明るい地域社会を目指して
～明るく住みよい社会をめざす～青少年のつどい
　青少年のつどいが７月13日に図書館ホールで行わ
れ、約400人の参加がありました。今年のこの大会は
｢社会を明るくする運動推進大会｣、｢青少年のつどい｣、
｢まちづくり大学｣ の合同開催として、犯罪のない安
心・安全な地域社会の構築や青少年の健全育成、生涯
学習の推進を目的に開催されました。
　大会は、菊陽中部小学校合唱部によるオープニング
セレモニーで開幕。社会を明るくする運動の啓発ビデ
オを上映し、罪を犯した少年の立ち直りを支える地域
の力を紹介しました。その後、小中学生のメッセージ
発表が行われ、子どもたちは「大人になったら町へ恩
返ししたい」「今からでも自分にできることをしてい
きたい」など、将来の夢や町への思いを語りました。
また、記念講演では、落語家　三代目　林家染二さん
が「これだけは親として伝えたい」と題して、「朝の
あいさつは心の扉を開く鍵。子どもの目を見て、抱き
しめてあげてください」と力強く話しました。
　参加者は大会をとおして、家族や地域で「支え合う
心」の大切さについてあらためて理解を深めました。

▲大竹美鈴さん

111 222

33

44
12清水弥乃さん（中部小５
年）と森太成さん（菊陽中２
年）が自らの経験をもとに将
来の夢について語る3落語家
林家染二さんが「親として伝
えたい」ことを熱弁4澄んだ
歌声を披露する中部小合唱部
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